
 

   

Ｑ3. 保険契約者である父が亡くなって、長男が生命保険金3,000万円を受け取りました。この保険は、生前父が保険会社から契約者貸付1,000万円を受けていたため、そ

の金額を控除した残額が長男に支払われました。 

 この場合、相続税の申告に当たり生命保険金の金額はいくらと判定されますか。また、契約者貸付金は父の債務として控除することができますか。 

 

【答え】 

 

① 契約者貸付金を控除した残額の3,000万円が生命保険金と判定され、契約者貸付金に相当する債務はなかったものとされる。 

 

② 相続税の計算において、長男は契約者貸付の金額を控除する前の4,000万円が生命保険金として非課税規定の適用を受け、父の契約者貸付金1,000万円は、債務として

相続財産から控除される。 

 

 

【解答】 

①が正しい。 

 

【解説】 

保険契約に基づき保険金が支払われる場合において、当該保険契約の契約者に対する貸付金若しくは保険料の振替貸付けに係る貸付金又は未払込保険料の額（いずれもその元利合

計金額とし、「契約者貸付金等の額」といいます。）があるため、当該保険金の額から当該契約者貸付金等の額が控除されるときで、被相続人が保険契約者である場合には、保険金受

取人は、当該契約者貸付金等の額を控除した金額に相当する保険金を取得したものとし、当該控除に係る契約者貸付金等の額に相当する保険金及び当該控除に係る契約者貸付金等の

額に相当する債務はいずれもなかったものとれます（相基通3-9）。 

                                                 （文責：山本和義） 
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